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JANOGコミュニティ初のハッカソンイベント！

本イベントにご賛同、ご支援いただきありがとうございました！

● イベントに参加いただいた参加者のみなさま

● 会場環境をご提供いただいたホスト企業さま

● JANOG42 実行委員のみなさま

● JANOG42ハッカソン運営委員のみなさま

● 機材提供いただいたメーカのみなさま
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JANOG42ハッカソン ロゴ
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企画者の想い

● ネットワーク運用業務の改善に取り組みたいけど

なかなか踏み出せない方々の背中を押したい。

● 集中して開発に挑戦し、失敗してもOKな環境を提供したい。

そして本業でも業務改善を取り組むきっかけにしてほしい。

● 様々な組織のネットワーク運用者とソフトウェア開発者が

一緒に肩を並べてテーマを取り組むことで、

より良いネットワーク運用の形が見えてくるのでは。
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JANOG42 ハッカソンのメインテーマ

「日常のネットワーク運用業務の改善ハッカソン」

参加者の方には、取り組みたい具体的なテーマ案を事前に提出していた

だきます。それらをハッカソンイベント冒頭に紹介した上で、実際に取り組

みたいテーマを参加者の間で議論していただき、グループ分けの後に、

議論や開発を進めていただく流れを想定しています。

下記Google Docsで事前にテーマ案を共有し、Slack上で議論していただきました。
https://docs.google.com/document/d/1hZCIPtj-5BI6dS7ZiE7VpKLVkh20ruuR1TSb4Q6HxZ4/edit?usp=sharing
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https://docs.google.com/document/d/1hZCIPtj-5BI6dS7ZiE7VpKLVkh20ruuR1TSb4Q6HxZ4/edit?usp=sharing


ハッカソン当日の流れ

14:30-14:40 イベントの説明

14:40-15:10 事前に提出いただいたテーマについて紹介(1テーマ1-2分程度)

15:10-  グループ分け、議論 & 開発

・・・

19:00-19:45 各テーマの成果物のデモ・発表(1テーマ5分程度)

19:45-20:00 参加者・運営委員による投票、優勝グループ決定

20:00 イベント終了 (20:29 最終バス)

21:00 懇親会 6



開発環境

https://docs.google.com/presentation/d/1i2P6wSjRDKBCCnzMc7R1fXKbPMB4bvOpR2dv9ScG28c/edit#sl
ide=id.p2 7

https://docs.google.com/presentation/d/1i2P6wSjRDKBCCnzMc7R1fXKbPMB4bvOpR2dv9ScG28c/edit#slide=id.p2
https://docs.google.com/presentation/d/1i2P6wSjRDKBCCnzMc7R1fXKbPMB4bvOpR2dv9ScG28c/edit#slide=id.p2


ハッカソンテーマ(事前22テーマ -> 当日10テーマ)
● Peering手順書作成、設定投入自動化

● テレメトリ始めてみました

● ChatOps始めてみました

● NW運用自動化

● Github/Slackを活用した「現実的な」オペレーション半自動化フロー

● Google Homeを用いたサービスファンクションチェイニングの自動制御

● 構成・結合試験、想定断時間自動作成ツール

● 『動画のマニフェストファイル内の URI に、認証トークンを自動的に付与する機能』

● TextFSM + inet-henge
● github check
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開発中の風景 　　 参加者30名 + 運営委員8名
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成果物デモ
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参加者&運営委員による投票は、Slackのreaction機能を使って集計しました。
「優勝グループ  = 多くの共感・賛同を集めたテーマ」とする意図です。



アンケート結果(抜粋)
※全回答はスライド後半で紹介

11



最後に

● JANOG初のハッカソンイベントとしては大成功では?

● 多くの方に、新たな知見と気付きを獲得してもらえた。

○ ネットワーク運用者には、自動化の進め方を。

○ ソフトウェア開発者には、ネットワーク運用現場の課題感を。

● 半日ハッカソンはやっぱり短かったか。。一日が妥当？

● 次回以降、どう実現するかまったくの白紙ですが、

何かしらの形で継続する方向で検討したいです ;-) 12



Move on to
Hackathon Winner !
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アンケート結果 全回答

(2018-07-13時点)
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